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1．｠まえがき｠
今日まで，舞踊や武道などの分野における動きや技の技
術は，師匠から弟子への体得によって伝承されてきた．し
かし，近年では若者の伝統芸能離れによって，各分野の技
能伝承における後継者育成は大きな課題となっている．そ
のため，伝統芸能や武道などの動きや技を後世に残してい
くための方法として，ビデオカメラやモーションキャプチ
ャなどを用いた動作解析や動作データの保存などのさまざ
まな研究がなされている[1]，[2]．そこで我々は，舞踊学
習者および経験者の視線を用いて，印象を与える要因とな
る踊りの動作特徴を抽出することで，舞踊動作の効果的な
指導法の提案および保存方法の提案を行うことを目的とし
ている．今回は，沖縄の伝統舞踊であるカチャーシーにお
いて，学習者の視線測定実験および印象評価により，与え
たい印象の違いによる視線特徴の抽出，および学習者の受
けた印象を抽出するための実験を行った．｠｠

2．舞踊動作における印象表現の決定｠

これまでの先行研究において，一般的な舞踊動作の印象
構造は，「美しさ」，「明るさ」，「力強さ」，「硬さ」，
「まとまり」，「重さ」，「複雑さ」，「大きさ」，「奇
抜さ」のおおよそ 9 つの印象因子からなると考えられてい
る[3]．そこで，複数の研究グループによる先行研究もふ
まえ，それぞれの因子を適切に表現すると考えられる単語
対を選択し，これを今回の視線測定に使用する舞踊動作の
種類とした．表 1 に 9 つの印象評価因子に対する単語対を
示す．今回は，この形容詞をイメージした 17 種類の舞踊
動作における，舞踊学習者の視線測定を行った．｠
この動作は，琉球舞踊の一つであるカチャーシーをベー
スに，被験者に対して表 1 の印象を言葉で提示し，舞踊動
作に対する特別な制限を与えずに踊ってもらったものであ
る．このとき，被験者より舞踊動作において「醜い」とい
う表現は存在しないと言われたため，「醜い」を除いた 17
種類の踊りをビデオカメラで計測した．｠

3．学習者の視線測定実験および動作特徴の抽出｠

学習者にアイマークレコーダ―を装着してもらい，踊り
を学習してもらった．学習者には印象評価も同時に行って
もらうため，踊り手がどういった印象を与えるための踊り
を踊っているのかは明らかにせず，一つの踊りの学習ごと
にアンケートに答えてもらった．｠

学習者には，学習中は顔を動かさずに視線だけで映像を
見ること，それぞれの踊りを学習するつもりで映像を見る
ことの 2 つの条件を与えて舞踊動作の学習中の視線測定を
行った．図 1～4 は，視線測定実験より得られた学習者の
視線を停留点解析したものである．図 1 と図 2 の踊りは，
特に上半身を見た回数が多く，図 3 と図 4 の踊りは踊り手
の全体を観察していることが確認できる．このことから，
踊りの動作特徴が集まる部分を二つに分類することができ
ると考える．｠このことから，上肢が特徴的な踊りである
カチャーシーにおいても与えたい印象によっては，下半身
の動きが重要になることがあるということが確認できた．｠
｠

表 1｠ 舞踊動作のパターン抽出のための印象語｠

｠

4．舞踊動作における印象評価｠

表 2 は停留点解析の結果より，学習者が見ていた部分を
胸より上｠(上)，胸から腰のあたり(中)，腰から足(下)の
三段階に分け，学習者の学習パターンごとに上半身を見た
回数が多いい踊りと全身を見た回数が多いい踊りに場合分
けたものである．二つに分類した踊りの印象を学習者のア
ンケートよりみると，弱いや軽いといった印象を受けたと
答えた踊りの多くは，表 2 の上半身部分に分類される踊り
が多く，逆に重いや強いなどの印象を受けたと答えた踊り
の多くは，全身部分に分類されている踊りが多いことが確
認できた．イメージとしては，上半身の踊りの場合は，横
方向への空間の使い方で表現するような踊りが多く，全身
で表現する踊りの場合は，縦方向への空間の使い方で表現
するような踊りが多く存在することが確認できた．このこ
とより，踊りの表現領域から大きな印象の分類を行うこと
ができると示唆される．｠

印象評価因子｠ 単語対｠

奇抜さ｠ 標準的な｠ 個性的な｠

大きさ｠ 小さい｠ 大きい｠

複雑さ｠ 単純な｠ 複雑な｠

重さ｠ 軽い｠ 重い｠

まとまり｠ バラバラな｠ まとまった｠

硬さ｠ やわらかい｠ 硬い｠

力強さ｠ 弱い｠ 強い｠

美しさ｠ 醜い｠ 美しい｠

明るさ｠ 明るい｠ 暗い｠
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図 1｠ やわらかい印象を与えたい踊りの停留点解析｠

図 2｠ 大きい印象を与えたい踊りの停留点解析｠

図 3｠ 小さい印象を与えたい踊りの停留点解析｠

図 4｠ 強い印象を与えたい踊りの停留点解析｠

表 2｠ 視線による踊りの特徴分け｠

｠

5．まとめ｠

今回学習用の踊りとして用意した 17 パターンの踊りは，
琉球舞踊の一つであるカチャーシーをベースにした踊りで
ある．この踊りは上肢の動きが大切な踊りであるとされて
いることから，停留点解析を行うと主に上位半身に停留点
が集まると考えられたが，今回の実験より，相手に与えた
い印象によって，上半身以外にも下半身の動作が大切な要
素となっていることが確認できた．また，印象評価の結果
より，上半身で表現する踊りの場合は，横方向への空間の
使い方で表現するような踊りが多く，全身で表現する踊り
の場合は，縦方向への空間の使い方で表現する踊りが多く
存在することが確認できた．このことより，踊りの表現領
域から大きな印象の分類を行うことができると示唆される．
今回の解析では，上肢のどこに視線がいっているのか，下
肢のどこに視線が向いているのかまでは，確認できていな
いので，今後はより詳しい視線情報の解析を行い，踊りに
おける重要部位の特定および，印象を与える要因となる動
作の抽出を行っていく．｠｠
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